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研究のまとめ 

１ 教育課程編成への提言 

 昨年度の基礎研究に基づき，今年度は「生涯学習力」を高める教育課程を編成するために，全校縦割

りで「はたらく」「くらす」「たのしむ」の３つのワーキンググループ（以下ＷＧ）をつくり，ＬＬミー

ティングを中心に研究を推進してきた。研究のゴールが教育課程編成であるため，縦割りグループだけ

でなく，学部単位や必要に応じて全体で共有する機会も設定した。各ＷＧ，各学部の話合い・実践から

見えてきたことをキーワードで挙げると次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらはどれも，生涯学習力を高めるために必要なこと，教育課程を編成するための鍵になる。これ

らのキーワードを「時間軸」「空間軸」の２つの軸で整理すると，次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「時間軸」では小学部・中学部・高等部という時間の流れ，児童生徒個々の成長につながるキーワー

ドが多い。これらは時間の経過や学習によって積み重なっていくが，積み重ねの機会を教育課程の中に

意図的に入れ込むことで，より効果的に積み重ねられると期待できる。 

「空間軸」では児童生徒，学校を取り巻く環境，地域社会という空間

的な広がりに関するキーワードが多い。児童生徒の「生涯学習力」を高

めるためには，学校がどんどん地域に開かれて，地域と結び付いていく

ことが大切であると考えられる。 

 これら２つの軸を，木の幹をイメージした「学びの積み重ね」と木の

枝葉をイメージした「学びのネットワーク」とし，本校の教育課程編成

のベースである「私の応援計画」の上に重ねると右のようになる。「私

の応援計画」にしっかりと支えられ，学びの積み重ねを行うことで木の

幹の太さが増し，ぐんぐん上へと成長していく。同時にたくさんの枝や

葉が成長し，学びのネットワークの広がりも見られるようになる。 

 この図を，児童生徒の「生涯学習力」を高める教育課程編成のイメー

ジ図とした。 
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２ 成果と課題 

（１）成果 

 年間１４回のＬＬミーティング（実施単位は

ＷＧ，各学部，全体）を実施した。研究の中心

となるＷＧは，「はたらく」「くらす」「たのし

む」の３グループを編成した。昨年度のＷＧで

の研究に引き続き，全職員が教育課程を編成す

るという高い意識で研究に参加することがで

きた。 

また，見えにくい「生涯学習」「教育課程編

成」というテーマ設定だったが，授業や児童生

徒の姿という学校の中の視点だけではなく，学校卒業後の姿（働く・暮らす・楽しむ）も含めて検討し

たことで，職員一人一人が生涯学習についての理解を深め，広い視野で教育課程編成を考えることがで

きたとともに，実践場面で児童生徒の主体的にヒト・モノ・コトに関わり学ぼうとする姿をたくさん見

ることができた。今年度の研究を生かし，来年度実践していく教育課程は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題 

「はたらく」「くらす」「たのしむ」の３つのＷＧ中心の研究だった。学部単位や全体でのＬＬミーテ

ィングの機会はあったが，各ＷＧの研究内容が多いことと，ＷＧごとに進め方が異なったために，十分

に共通理解するには至らなかった。また，今年度は教育課程編成に力を注いだため，授業づくりや児童

生徒の変容を検証する場面が少なかったという意見もあった。今後，新たな教育課程での実践を重ね，

児童生徒の「生涯学習力」が高まったかどうか，そして「生涯学習力」を高めるための教育課程となっ

ているかどうかの検証・評価・改善をしていきたい。 

 
 

 
 

  

Enjoy タイムの新設 

作業学習作業班の再編成 
クラフト班，ハーブ加工班，紙工班 

⇒クラフト班，ソーイング班，ファーム班 

中高生徒代表者会議の設定 
生涯学習奨励員の活用 

教育課程の枠組みを 

「はたらく」「くらす」「たのしむ」に変更 

問題発見・解決型学習 

「Ｄスタディ」の新設 
地域の積極的な活用 

マップ作成と活用 

小学部 中学部 

高等部 全体・その他 

興味・関心を広げ，余暇の充実につなげたい 

豊かな人との関わりを通して，楽しむ力を育みたい 

働く意欲を高めるストーリーをつくりたい 

自分自身を知るための気付きの機会を増やしたい 

自ら課題に向かい，解決しようとする力を育てたい 

何につながる学習か意識できるようにしたい 

地域と共に子どもを育て，共生社会を目指したい 

地域を知り，地域を活用するためのツールを作りたい 
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